
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 諸芸術の特質を理解し、意図をもった表現能力を身につけ、芸術を愛好する情操を培う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

○

○ ○ ○

7

8

主旋律と副旋律の対比と和声感覚を味わいな
がら歌っている。

5○ ○

歌
唱
授
業
時
数

○ ○ ○ 5

○

発声に関わる身体感覚を意識し、調整し、合
唱にふさわしい発声に近づけるよう意識して
いる。

〇

４アルトリコーダー②
自力で単純なリズムの楽譜を読
み、リコーだーを演奏できるよう
になる。

五線1段の簡単なリズムの楽譜を難
易度に6曲ものにする。

　
〇

５アルトリコーダー③
自分の演奏技量の程度を知り、自
分のレベルに合った曲を選べる。

難易度順の1段の曲4曲を自力で練
習し、自分の技量を見極める。そ
の上で、自分のレベルに合った曲
を選ぶ、

〇

〇

上記の基本的な演奏技能を使いこなして、教
わらずに練習できる。

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

　五線譜の持つ情報について興味関心をもっ
て理解しようとしている。
ルールに則ってト音譜表第二線の1点ト、ヘ
音譜表の第四線カタカナへを基準に音名を解
読できる。
音符の種類と音化の関係を理解し、リズム唱
への基礎力を培っている。

　拍は一定のテンポで流れることを理解し、
テンポをキープしながらリズムを唱えたり奏
でられる。

ソ、ファ、ミの運指を混同せずに演奏でき
る。
タンギングの擬音「ティー」でリズム唱がで
きる。「ちょうちょ」「ぶんぶんぶん」「大
きな栗の木の下で」などの童謡を、楽譜を見
ずに吹ける。

自分の演奏技量はどの程度か決定できる。
自分の演奏レベルにあった曲を間違いなく選
ぶことができる。

芸術の幅広い活動を通して、各科目における味方・考え方を働かせ、生活や社会の中の
芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。

配
当
時
数

4○ ○ ○

6

２リズム唱
一定のテンポでリズムを唱えられ
るようになる
一定のテンポでリズムうちができ
るようになる。

各音符休符のリズム唱法
4小節の楽譜のリズム唱
机叩きや手拍子、足踏みでリズム
を奏でる。リズム遊び。読譜の総
復習の筆記テスト。

３アルトリコーダー①
タンギングができるようになる。
運指を覚える。低音から高音まで
吹けるようになる。

タンギングを理解する。
左手の指使い、特にソ、ファ、ミ
の使い分け。
高音、低音の出し方のコツ。
リコーダーのリズム唱。童謡の探
り吹き。タンギングの個別テス
ト。

６歌唱②二部合唱「翼をくださ
い」
二部合唱ができるようになる。

同上
男声女声混合の二部、異声二部の
合唱になれる。

〇

６歌唱①合唱に適した発声法がで
きるようになる（授業で毎回行
う）。

準備運動、姿勢、複式呼吸法、発
声練習

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

五線譜と音符の成り立ちを理解し、音高とリズ
ムを自力で読み解けるようになっている。読譜
とリコーダー奏法を結びつけて演奏できる実践
力を意につけている。

歌唱における歌詞への理解と共感、器楽におけ
るアーティキレーションを大切にし、どのよう
に演奏するかを意図し、表現しようと努力でき
るようになっている。

ＯＮ！

○ ○ ○

〇 ○ ○

態

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を
身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

楽曲の時代背景や作曲家の境涯を理解し、音楽を
深く学ぼうとする意欲を培っている。合唱練習を
通して協働して音楽を作り上げる喜びを感じてい
る。、

単元の具体的な指導目標

芸術 音楽Ⅰ 2

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったリできるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養い、豊かな情操を培う。美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方考え方を働か
せ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術文化と幅広くかかわる資質・能力を育成する。

音楽Ⅰ

知 思指導項目・内容

１五線譜の構成と音符の種類
各国の音名を知り、音部記号の意
味を理解する。　五線上の音名を
読めるようになる。
縦線と小節を知る。
音符の名称とその由来を知る。
音符の長さに対応する休符を知
る。

英語イタリア語日本語の音名
五線の名称
ト音記号とヘ音記号の由来と意味
音名読譜
全音符　二分音符　四分音符　八
分音符　付点の意味　付点二分音
符　付点四分音符
音符に対応する休符

〇

10

７歌唱③混声四部合唱「ふるさ
と」
混声四部合唱の楽しさ奥深さを知
る。

歌詞の背景を考える。パート練
習。同声合唱、高低合唱、内外声
合唱、合唱練習を通して自主練習
の力を培い、美しい合唱で歌える
ようになる。パート二人の合唱で
コンサート形式の実技テスト。

〇

書く練習の目的を意識しながら、美しい合唱
を実現しようとしている。

○ ○

前
期

○



読譜と基本的な練習を自力で行
う。適宜個別指導を行う。ソロに
よる演奏会形式の実技テスト。

〇

〇

10鑑賞　武満徹の世界
一人の人間の持つ音楽の多様性を
知る。

「小さな空独唱版」「小さな空混
声合唱版」「弦楽のためのレクイ
エム」「映画音楽怪談より雪女」
「映画音楽燃える秋テーマ曲」
「映画音楽青幻記」の視聴。

13歌唱「Caro　mio　ben」 原調の変ホ長調で原語で歌う。歌
唱指導の後は、個人練習で自分の
歌唱表現を追求する。コンサート
形式による実技テスト。

歌詞を理解し、その情感を表現豊かに歌い上
げようとしている。

先入観なく武満徹の生み出した音楽を感受し
ようとしている。

正確な吹奏を基本としながら、豊かな音楽的
表現を追求している。

○ ○ ○

○

後
期

2

8

合
計

78

○

14

９歌唱「小さな空」
聴き手の前で一人で臆せず、豊か
な表現で歌えるようになる。

合唱のパートでの音取り。歌唱指
導。一人で自主練習。独唱による
コンサート形式での実技テスト。

〇

歌詞の発音を際立たせながら、歌詞の情感を
思いをもって歌唱表現しようとしている。

○ ○ ○ 8

○ ○ ○

８アルトリコーダー④
自ら選んだ独奏曲の練習

5

11鑑賞ディズニーアニメ「ピー
ターパン」
映像と音楽の関連を知る。フルア
ニメの素晴らしさを知る。ライト
モチーフを知る。

「ピーターパン」の視聴。

〇

映像と音楽、特に運動に連動させた音楽のち
密さを聞き取ろうとしている。ライトモチー
フを聞きとろうとしている。これらが総合さ
れた作品の味わいを感受しようとしている。

○ ○ ○ 2

12創作
４～５名のグループによるボディ
パーカッションの創作の楽しさを
知る。

リーダーを決めて、コール&レスポ
ンスの部分とtuttiのクライマック
スによる楽曲の創作と発表会。

〇

リズムのモチーフを確定してグループで教え
あいながら楽譜に書き留めている。テンポを
キープしている。アインザッツを合わせられ
ている。楽しいパフォーマンスにしようとし
ている。 ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を
身につける。

美術Ⅰ芸術

〇 〇

木版画の制作過程を学び、彫刻刀
による白黒の表現を工夫し、理解
する。さらに彩色目半の制作過程
を学び、表現する。（シナベニヤ
300mm×225mm）
友人の作品を鑑賞しあう。

前
・
後
に
適
宜

セザンヌ、モネの油彩作品を模写
を通して混色、明暗の表現を学
び、（Ｆ６号ボード）印象派の作
品を鑑賞する。

印象派の作品を模写する（アクリ
ル）

〇

各ビーズがそれぞれ独立したレ
リーフになり、一つのパズルにな
るようにアイデアスケッチし、板
に転写する。

木彫レリーフによるジグソーパズ
ル

〇 〇

彩色木版画（油性インク黒・アク
リル）

〇

後
期

板材の限られた厚みの中で、班立
体の表現を試みる。彫刻刀やヤス
リの基本的な扱い方を理解し、暗
線に作業できるようにし、理解す
る。（桂板材200mm×200mm）
友人の作品を鑑賞し評価する。

木彫レリーフによるジグソーーパ
ズル

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇

鑑賞し感じたこと・学んだことを、自分の表
現に生かすことができる。

〇 〇 16

16

スパッタリング、ドリッピング、
デカルコマニーパティック等によ
り、四季、感情を表現し、理解す
る。（⑧切を半裁×４）

デザイン技法（アクリル）

〇

〇

〇 8

〇

資料集め等、構想の段階を大切にし、色彩の
構想を練り、計画的に制作することができ
る。

16

〇

自分が意図するものをどのように表現する
か、創意工夫する。安全に留意することがで
きる。

〇

〇

自己の考えをまとめて下書きすることができ
る。

〇

8

合
計

78

セザンヌ、モネの油彩作品を模写
を通して混色、明暗の表G連を学
ぶ。（鉛筆によるトレース・６号
サイズへの拡大作業）友人の作品
を鑑賞し評価する。

○ ○

印象派の作品を模写する（鉛筆）
鑑賞

〇 〇

模写する作人を決め、鉛筆によるトレースを
することができる。

〇

配
当
時
数

前
期

明暗のグラデーションを鉛筆で表
現する。自分の手をデッサンし
（⑧切ごが要旨）、色の三属性、
色の混合、捕食対比について知
る。

グラデーションと手のデッサン。
鉛筆）。色彩の基礎（アクリル）

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

〇

様々なデザイン技法を経験することができ
る。

○ 8

描写力とともに、物を見る力（観察力・注意
力）を高めることができる。色彩についての
基礎的な仕組みを学び、知識の定着をはある
ことができる。

○ ○ ○

6

芸術の幅広い活動を通して、各科目における味方・考え方を働かせ、生活や社会の中の
芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象をとらえる造形的な視点について理
解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を
創意工夫し、総蔵王的に表すことができるよう
になる。

造形的な良さや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、次第を生成
し、創造的に発想し、構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ
方を深めたりすることができるよういない。

高校生の美術１　日本文教出版

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったリできるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養い、豊かな情操を培う。美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方考え方を働か
せ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術文化と幅広くかかわる資質・能力を育成する。

美術Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 〇 〇 2

後
期

・行書の古典のよさや美しさを感受し、作品や
所の意味や価値について考えながら、班ば拾い
鑑賞の学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 6

・行書の基本用筆を学び、古典を臨
書し、鑑賞しながら、感性を高め、
書美を理解する。

・行書の基本用筆（自分の名前など）
・集王聖教序の臨書と鑑賞
・蘭亭序の臨書と鑑賞
・争坐位文稿の臨書と鑑賞
・風信帖の臨書と鑑賞
・日本・中国の行書の古典の鑑賞

〇 〇

・行書の基本用筆を身につけている。
・行書の古典に基づく基本的な用筆、運筆の技
能、線室、字形や構成を生かした表現を身につ
けている。

〇 〇 〇 8

〇 4

・楷書の古典のよさや美しさを感受し作品や所
の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞
の学習に主体的に取り組もうとしている。 〇 〇 〇 4〇 〇

書道Ⅰ芸術

・草書、隷書、篆書の古典を臨書
し、鑑賞しながら、感性を高め、書
美を理解する。

３仮名の書
・仮名の基本用筆を学び、古典を臨
書しながら、感性を高め、書美を理
解する。

４、漢字仮名交じりの書
・自分らしい表現を求めて、古典に
基づいて制作する。

・漢字と仮名が調和した言葉を自分ら
しく、名筆を生かしながら制作し、鑑
賞する。

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

芸術の幅広い活動を通して、各科目における味方・考え方を働かせ、生活や社会の中の
芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。

・楷書の基本用筆（自分の名前など）
・孔子廊堂碑の臨書と鑑賞
・九成宮醴泉銘の臨書と鑑賞
・雁塔聖教序の臨書と鑑賞
・顔氏家廊碑の臨書と鑑賞

・楷書の基本用筆を身につけている。

〇 〇

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、井戸に基づいて表現するための技能を身につけるように
する。

4

２、漢字の書
・楷書の基本用筆を学び、古典を臨
書し、鑑賞しながら、感性を高め、
書美を理解する。

8

合
計

78

〇 〇 6

2

〇 6

4

2〇

評価規準 知

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、書
の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解して
いる。

○ ○ ○

・楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線筆、字形や構成を生かした表現を身につ
けている。

〇 〇 〇

前
期

１、書へのいざない
・書はどのような芸術であるか、考
える。

・書道Ⅰの学習内容（書写から書道
へ）の説明
・用具・具材の説明、姿勢や執筆の説
明。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

・中国の開所の古典と鑑賞
・隅寺心経の鑑賞

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身につける。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し
表現を工夫したり、作品や所の伝統と文化の意味や
価値を考え、書伸びを味わうことができるようにす
る。

書道Ⅰ　教育図書

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったリできるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養い、豊かな情操を培う。美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方考え方を働かせ、美的
体験を重ね、生活や社会の中の美術文化と幅広くかかわる資質・能力を育成する。

書道Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわた
り書を愛好する心情を育むとともに、感性を高
め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊か
な生活や社会を創造していく態度を養う。

配
当
時
数

〇

・篆刻 〇
・篆刻の基本を学び、朱と白の世界を理解す
る。

〇 〇 〇

・草書線文字の臨書と鑑賞
〇 〇・曽全碑の臨書と鑑賞

・泰山刻石の臨書と鑑賞

・草書、隷書、篆書の古典に基づく基本的な用
筆、運筆の技能、線室、字形や構成を活かした
表現を身につけている。

〇

・内輪に古典に基づいて、四字熟語や
故事成語などを書き、制作する。

・古典に基づいた用筆や線質、字形や構成を生
かした表現を身につけ、意図に基づいた表現を
構想し工夫している。

〇

・仮名の基本用筆、連線、変態仮名
・平仮名 〇

・仮名の基本用筆、連綿と単体、変体仮名の線
質や字形を活かしたっ表現を身につけている。 〇

〇 〇

・蓬莱切の臨書と鑑賞
・高野切第三種の臨書と鑑賞

〇 〇 ・古典の線質、字形、全体の構成について構想
し、工夫している。

〇 〇 〇

〇 〇
・書のよさや美しさを味わいながら、個性豊か
な表現について主体的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇

・様々な古典の鑑賞 〇 〇

仮名の古筆のよさや美しさを感受し、作品や書
の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞
の学習に主体的に取り組もうとしている。 〇 〇

〇〇

・漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、
全体の構成など、名筆を生かした表現や現代に
生きる表現について、構想し工夫している。
・漢字と仮名のよさや美しさを感受し、作品や
書の意味や価値について考えながら、幅広い書
の学習に主体的に取り組もうとしている。

〇

〇 8

６、生活の中の書
・手紙の様式を理解する。

・手紙・はがきの書式を学ぶ。 〇 ・生活や社会における書の効用を考え、書のよ
さや美しさを理解している。

〇 〇 〇 2

５、漢字の書、仮名の書、漢字仮名
交じり書のまとめ

・半切に臨書、または創作の作品を制
作する。 〇 〇


